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富士市橋梁長寿命化修繕計画 

改定版 

平成２７年３月 

富士市 



現在
2014年 50年以上

20橋
12%

50年未満
142橋
88%

20年後
2034年50年未満

66橋
41%

50年以上
96橋
59%

駿河湾 

富士山 

新東名高速道路 

東名高速道路 

JR 東海道新幹線 

西富士道路 

JR 東海道本線 

１１ 計計画画策策定定のの目目的的

本市が管理する橋の多くは、高齢化の進行により、近い将来一斉に修繕・架替えが必要な時期を

迎えます。各部材の劣化損傷による橋の安全性の低下や、修繕・架替え工事による道路交通網への

影響の大きさを考え、橋の長寿命化を含めた最適な維持管理の実施を目的に、平成 21 年度に「富

士市橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、それに基づき橋の維持修繕を行っています。 

今回は第１回の計画更新として、対象とする橋を拡大し、最新の点検成果を踏まえた上で、現行

計画の運用上の課題を解決し、効率的、かつ効果的な長寿命化修繕計画を策定します。 

２２ 富富士士市市のの橋橋梁梁のの現現状状とと課課題題

① 地域的な特徴 

★ 駿河湾に面した海岸部の橋 

 （潮風による塩害※１）を受けやすい環境） 

★ 富士山麓の標高が高い寒冷地・渓谷部に架かる橋 

 （低温による凍害※２）、凍結防止剤による塩害を受けやすい環境） 

★ 鉄道や高速道路を跨ぐ橋 

 （社会的に重要な路線を跨いでおり、劣化進行によるコンクリート剥

落片の落下等による影響が大きい） 

★ 大規模地震が予想される地域 

（劣化進行による耐久性低下により地震に耐えられず、道路網を寸断

させてしまう恐れがある） 

② 橋の高齢化 

多くの橋が高齢化し、一斉に修繕・架替え時期を迎えます。 

また、一部の橋は既に劣化損傷が認められます。 

高齢化橋梁の増大 

③ 財政事情 

厳しい財政状況下の土木関連予算の中で、今後増大する維持修繕費・架替費に対応していく必要があります。 

３３ 対対象象橋橋梁梁

長寿命化修繕計画の対象とする橋は、長寿命化の効果と路線の重要性を踏まえ、本市が管理する

橋のうち、橋長15m以上の137橋と橋長15m未満かつ緊急輸送路上の25橋、計162橋とし

ます。 

桁の腐食 

注）その他の橋については定期的な点検により損傷状況を把握し、必要に応じて修繕を実施していきます。 

床版の鉄筋露出 下部工の洗掘 



４４ 計計画画的的なな維維持持管管理理（（アアセセッットトママネネジジメメンントト））

長寿命化修繕計画における修繕は、従来のように橋の劣化損傷が進み通行に支障が生じてから直

すのではなく、アセットマネジメント※３）の手法を導入し、定期的な点検により損傷の兆候を把握

して計画的に直していくことで、修繕費用の縮減を図りながら構造物の長寿命化を目指します。 

長寿命化修繕計画の基本的な概念 

① 橋梁点検※４）の実施 

対象となる橋の点検を行い、劣化損傷状況を把握してデータベースとして蓄積します。 

② 修繕の時期と費用の算定 

点検成果に基づき修繕が必要な時期を予測し、その際に必要な工事費用を算定します。 

③ 優先度の評価 

各橋における優先順位を決定するため、劣化損傷状況と重要度を踏まえ定量的※５）に評価します。 

④ 事業計画の策定 

事業予算を上限として、優先度評価に従い各年に実施する修繕を計画します。 

事業計画は中期（10年間）と長期（中期を含む50年間）の２段階とします。 

５５ 橋橋梁梁点点検検

橋の損傷・異常を確実に把握するため、橋長2m以上の橋に対して定期点検を5年に1回実施し

ます。また、損傷の早期発見を図るため、通常点検（道路パトロール）や緊急点検を適切に実施し

ていきます。これらの点検で得られた情報に基づき、橋毎に最適な修繕時期を予測し、想定される

工事費用を事業計画に組み込みます。 

橋梁点検体系 

既設橋梁 

橋長２ｍ以上 

964 橋 

新設橋梁 

定期点検 
５年に１回実施、道路橋定期点

検要領に基づく近接目視点検 

通常点検 
日常的な道路パトロールに併せ

て実施

緊急点検 
震災、豪雨、火災、車両衝突等

が生じた際に実施 

初期点検 
供用開始後２年以内に実施 

中期計画 

補修設計 
補修実施のための

詳細調査・設計 
補修工事

次回点検へ 

異常なし 

異常あり 

異常なし 

異常あり 

異常なし 

異常あり 

異常なし 

異常あり 



６６ 優優先先度度のの評評価価

各橋の修繕の優先順位を決定するための優先度評価

は、各々の橋について、劣化損傷の状況と、道路網や第

三者に及ぼす影響等を考慮した重要性を踏まえ、定量的

に評価します。具体的には、点検成果とその後の劣化予

測に基づく橋の主要部材の劣化状況を数値化して１橋

当りに統合した総合評価値と、緊急輸送路※６）や跨道橋

※７）・跨線橋※８）、大型車交通量等橋個別の状況の違いを

数値化した諸元重要度を用い、それらを組み合わせて優

先順位を判定します。 

７７ 事事業業計計画画

長寿命化修繕計画では、長期計画として 50 年間の管理方針を設定して事業計画シミュレーショ

ンを実施し、中期計画として、今後 10 年間に必要となる点検・修繕・架替えの具体的な時期と概

算事業費を示します。長期計画と中期計画の概念図を下に示します。長寿命化への取り組みにおい

ては、①市民への広報、②情報の共有、③職員の技術力の向上 の３つのコンセプトを柱に、継続的

に毎年更新を図り、効率的、かつ効果的な維持管理を行っていくことを目指すものです。 

劣化が深刻な橋 重要性が高い橋 

劣化が軽微な橋 重要性が低い橋 

優先度評価：高 

優先度評価：低 

【毎年の計画】 

【長期計画：50 年間】 

道路ネットワークの長期的な安全確保の観点から、対象橋梁の特性を

考慮した上で管理方針を設定するもの 

【中期計画：10 年間】 

長期計画で定めた方針を実現するため、今後 10 年間

の具体的な時期や予算を定めるもの 

 (PLAN：計画策定) 
・管理限界の設定 

・耐用年数の設定 

・中期計画の策定 等 

 (DO：計画の実施) 
・中期計画に基づく実施 

 (CHECK：事後評価) 
・中期計画の進捗管理 

・計画実施時点の課題の抽出 

 (ACT：処置・改善) 
・中期計画の改善 

・予算の見直し 等 

中期のサイクル 10 年

継続的な改善 中期計画に基づいた

短期の計画実施 

  (計画) 
短期の計画立案 

  (実施) 
修繕計画の実施 

  (評価) 
計画の事後評価 

   (改善) 
短期計画の改善 

短期のサイクル

1年 

長寿命化への取り組みを支える３つの柱 

市民への広報 
橋梁の現状や長寿命化による効果

などをわかりやすく説明します 

情報の共有 
富士市内の橋梁の現状につい

てデータを蓄積し、関係機関と

共有し活用します 

職員の技術力の向上 
点検及び診断の信頼性確保のた

め、実地研修等を実施し、職員の

技術力向上を図っていきます 

P

D

C

A

P D

A C



８８ 計計画画策策定定のの効効果果

現行計画は平成21年度に策定、平成23年度から修繕工事が着手され、以降順次、点検と修繕

を実施して維持管理に努めてきました。これらにより、対象となる橋の状態が継続的に把握され、

修繕を行った橋は劣化の進行が食い止められ損傷が回復されました。 

 長寿命化修繕計画に基づく点検の実績 

実施年度 橋名 概要 

H23～26 現行計画対象 

全橋梁(112橋) 

基礎データ収集要領(案)に基づく概略点検 

長寿命化修繕計画を策定し実施することにより、下記の３つの効果が得られます。 

① 道路利用者の安全性確保 

点検による損傷の早期発見と、劣化予測に基づく効率的な修繕の実施により、橋の安全性が確保されます。 

② トータルコストの縮減と予算の集中回避 

損傷が深刻化する前に修繕する予防保全により、長期的な維持修繕費が縮減されます。各年の予算を想定して中

長期の事業計画を策定することにより、事業費が平準化されます。 

③ 環境への配慮 

高齢化する橋を架け替えるのではなく修繕しながら使用することで廃棄物の発生を抑制します。 
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修繕前 

コンクリートのひびわれ、剥落、鉄筋露出が生じている 

修繕後 

修繕により劣化は食い止められ、損傷は回復された 

修繕による劣化損傷の回復（大石橋） 

維持修繕費の推移とコスト縮減効果 

長寿命化修繕計画に基づく予防保全※９）により、従来の対症療法※10）的な管理

を行った場合と比較し、約29億円のコスト縮減効果が見込まれる。 



９９ 検検討討委委員員会会のの開開催催

本計画の更新にあたっては、検討委員会を開催し、橋の維持管理に関する学識経験者の方にご意

見をいただきました。 

意見を聴取した学識経験者 

○ 山梨大学工学部 土木環境工学科 教授 杉山 俊幸 

○ 一般社団法人日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所 研究第二部 部長 谷倉 泉 

担当部署 

富士市 建設部 建設総務課 

 〒417-8601 富士市永田町１丁目100番地 TEL 0545-51-0123（代表） 

 URL：http://www.city.fuji.shizuoka.jp 

用語の説明 

※１）塩害 ：鉄筋コンクリートに塩化物が侵入し、内部の鉄筋を腐食させる現象。 

※２）凍害 ：コンクリート内部の水分が凍結による膨張と融解による収縮を繰り返すことにより、コンクリートが損傷す

る現象。 

※３）ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ：資産管理のこと。公共事業におけるｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとは、公共施設を資産として捉え、施設の状態を適正に評

価し、将来の状態を予測するとともに、予算的制約の中でいつ、どのような対策をどこに行うのが最適であ

るかを評価して、計画的かつ効率的に管理すること。 

※４）橋梁点検 ：橋の状態を把握し、維持管理に必要な情報を取得すること。橋の保全を図るために定期的に行う定期点検、

損傷の早期発見を図るために道路の日常巡回の際に実施する通常点検、災害等発生時に橋の安全性を確認す

るために行う緊急点検等に分類される。 

※５）定量的な評価 ：数値を用いて評価すること。 

※６）緊急輸送路 ：地震直後から発生する緊急輸送を円滑に行うため、高速自動車国道、一般国道及びこれらを連絡する幹線道

路と知事が指定する防災拠点を相互に連絡する道路。 

※７）跨道橋 ：道路を跨いで架かる橋のこと。 

※８）跨線橋 ：鉄道を跨いで架かる橋のこと。 

※９）予防保全 ：計画的な管理により損傷が発生する前に対処すること。予防保全による修繕とは、劣化状況を監視し損傷の

兆候を把握した段階でそれ以上進行させない修繕を行うこと。 

※10）対症療法 ：症状に対応して行う療法。対症療法的な修繕とは、損傷が深刻化してからその損傷に対して行う修繕のこと。 



1: 50000

108浅間林高架橋

106地蔵橋 107馬込橋

109丸崎橋

105水の口橋

104小池下橋
101桝形橋

36中川東橋

3寺の上橋

30春山川西上橋

24矢川上橋

25第一寺之上橋

26第二寺之上橋

29西大道上橋

28第二上ノ段橋

27第一上ノ段橋

4丸宗橋

5上の段橋

6中の段橋

7久保上東橋

8久保上橋

9的場橋

10宮添橋

11西村橋

92二ッ目橋

91一ツ目橋

97向山橋

96花川戸橋

1富士岡橋

32花守橋

2間瀬口橋

33新赤渕川橋

15長者ヶ窪橋

16滝上橋

23斉藤橋

39川原下橋

46新滝川橋

42左富士橋

45比奈川橋

44芙蓉橋

88石井橋

89鵜無ヶ渕橋

81新栄橋

90間門橋

99蝦夷橋

57江川橋

48外木橋

53潤井川大橋

59蓼原大橋

79落合橋

80片倉地蔵橋

86込野橋

65大石橋

67傘木第二橋

77六本茶橋

78中新田橋

64久保橋

82韮久保橋

62一貫地橋

63長峯橋

70石の宮橋

69大原第二橋

17神田ヶ沢橋

18 高山橋

22汁谷橋

21七本松西橋

19 神楽石橋

58富士大橋

98下堀橋

71曽我兄弟橋

75瀧戸橋

72曽我十郎橋

76裾野橋

95狭間橋

94河鹿橋

93四ッ目橋

40島田橋

43田宿川橋

13比奈橋

20七本松東橋

55早川橋
56三蔵島橋

対象橋梁位置図
（ N=162橋）

120山本橋

121岩本旭橋

119桔梗橋

118清勇橋

113大川橋

117新川橋

124長四郎橋
123中尾橋

116神谷大道橋

115上向山橋

122堂ヶ入橋

125片倉橋

129西片倉橋

128狐窪橋

132東落合橋

131東片倉橋

133庚申松橋

135天ヶ沢東橋

112三ツ目橋

136西側橋

74富鷹橋

127靖国橋

60潤い橋

66横沢橋

111有無瀬川橋

84尾上橋

83川坂橋

102稲荷橋

103新水の口橋

110血流川橋

61天間沢橋

68傘木第一橋

100総合運動公園橋

126神戸橋

85三ッ沢大橋

14馬乗石橋

38十六通橋

31向田橋

34新花守橋

47滝川小橋

41前田橋

54富安橋

37源平橋

49柳ノ内橋

114末広橋

130辻畑橋

87富士本栄橋

50瓜島橋

51小潤井川橋

52鍛冶堰橋

73凡夫川橋

134糀窪橋

緊急輸送路

12天ヶ沢橋

137傳法橋

東
名
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速
道
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新
東
名
高
速
道
路
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JR東海道
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JR東
海道
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西
富
士
道
路

162新小車橋

35柏原南橋

161富士本橋

160岩倉橋

159大堀添橋

158新堀橋

157横堀橋

151竪堀橋

156竪堀東橋

155中島橋

154新田橋

153富士見橋
152上本田橋

150家体橋

149上蓮沼橋

148日東橋

147川成堀下橋

146川成堀上橋

145下樋橋

144杉菜窪橋

143錦橋

141和田裏橋

142富岳橋

140反り田橋

139権田給橋

138難波道橋
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